




























































































序章 研究の目的，方法，意義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
１ 問題の所在 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
２ 先行研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２
３ 研究の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３
４ 研究の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４
５ 研究の構成及び意義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５
引用文献・註釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７
第１章 現在の教育の問題性－子どもの学びや育ちと教育実践－・・・・・・・ ８
１ 現在の教育の状況，問題点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８
２ 「子ども」の見えにくさ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３
３ 「新しい学力観」と「生きる力」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０
（１）新しい学力観の意図と意義
（２）「生きる力」の意図とその意義
４ 本章のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８
引用文献・註釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９
第２章 「子ども」の発見と発達 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５
１ 「子ども」と「大人」の発見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５
（１）「小さな大人」という子ども観
（２）「大人」の発見















４ 本章のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７６
引用文献・註釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７６
第３章 「生きる力」を育む造形活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７９













４ 「生きる力」を育む「造形遊び」の意義と可能性 ・・・・・・・・・・ １０５
（１）「造形遊び」の意義と意図
（２）「造形遊び」における「遊び」の意味
５ 本章のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１１
引用文献・註釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１２
第４章 造形行為の意味－子どもの活動分析と学びの成り立ち－ ・・・・ １１５
１ 造形行為とエスノメソドロジー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５
（１）造形行為の意味とエスノメソドロジー及び相互行為分析
（２）子どもの学びの成り立ちとエスノメソドロジー及び相互行為分析







３ 図画工作科学習活動案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２３






５ 考察のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３９













３ 実践２ ＜５年生＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５１
（１）学習活動名 「粘土からひろがる『私』の世界」の概要
（２）調査事例と考察
４ 実践３ ＜５年生＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５５
（１）学習活動名「竹ひごアート」の概要
（２）調査事例と考察







６ 実践５ ＜４年生＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６９
（１）学習活動名「シュレッダーからひろがる私の世界」の概要
（２）調査事例と考察
７ 実践６ ＜３年生＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７５
（１）学習活動名「カラーテープと友だち」の概要
（２）調査事例と考察














１ 子どもの学びを捉える教師の眼差しの専門性 ・・・・・・・・・・ １９０
（１）教師の専門家像の変化
（２）学習指導要領に加わった視点
２ 教師自身の見方をも捉え直す図画工作科の研修の必要性 ・・・・・ １９７
３ 教師自身の見方や感じ方を捉え直す ・・・・・・・・・・・ １９９
（１）他者とのかかわり合いの中に埋め込まれた「学び」
（２）現象学的に子どもの行為を捉え直す
４ K市立K小学校における図画工作科の研修の内容・方法 ・・・・・・・ ２０１
（１）K小学校低学年部における協議会・研修の概要





６ 授業参観レポートの実際 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１１
７ K小学校低学年部における研修の成果と課題 ・・・・・・・・・・・・ ２２９











１０ 本章のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５８
引用文献・註釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５９
終章 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６６
１ 研究のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６６



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２） 2005年 12月 5日に発表された PISA（Programme for International Student Assessment）調査結果分析
によると，質問紙調査結果において，「学習意欲，学習習慣等に課題がある」と示された。具体的なデ
ータとしては，勉強が楽しいと「強くそう思う」及び「楽しい思う」と回答した小学生の割合は国際








９）山本哲士『学校の幻想 教育の幻想』ちくま学芸文庫 1996年， pp.238-239


















































































































































































































































































































































































































































②子ども パイス (puer) ・・・十四歳
③青年 メイラキオン (adolescens)・・・二十一歳
④若者 ネアニスコス (juvenis)・・・三十五歳
⑤成年 アネル (vir) ・・・四十九歳
⑥熟年 プレスブテス (junior)・・・六十三歳




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に来館したことがない人が，約 52 ％であった。年代別に見ると，20 代～ 30 代が約６割，40
～ 50 代が約５割，60 ～ 70 代が約４割と，若い世代の方が来館していないことが分かる。そ
- 105 -


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































01 Y. はせどこいったの Ｙ：ちらりとＨの方を見ている
02 U そこでやってるよ(,)ほら Ｕ：ガムテープをちぎりながら，教室前方のＨの方
を指差して言う
03 Y やろ Ｙ：そちらの方には，目もくれずに，すかさず言う
04 Ｉ ほんとです Ｉ：新聞紙を手に持ちながら，指差されたほうを振
り返って見る
05 U はい＝ Ｕ：ちぎったテープをＹに差し出しながら言う
06 1 ＝どうぞ Ｉ：新聞紙を差し出しながら言う
07 Y ここってはってもいい Ｙ：新聞紙は取らずに，テープを取り，前方の方に
身を乗り出しながら言う
08 U ＝いいですねはっても Ｕ：すかさず，新聞をひろげながら言う
09 Ｉ いやいいですね(,)いやいいですよ Ｉ：右手をあごのところにもっていきながら言う
10 Y いや Ｙ：Ｉの方を向きながら言う
11 U あ(,)天気予報わ::: Ｕ：新聞紙に天気予報が載っているのこに気付いて
それを指差しながら言う ．
12 Y つなげで(,)ガムテープではろう Ｙ：ガムテープを輪状にしてみせながら言う
13 U これさ::: Ｕ：新聞紙に目をやりながら
14 Ｉ じゃん:: Ｉ：すかさず，ガムテープをひろって，切り出す
15 Y くっつけてガムテープでやろ Ｙ：輪状のガムテープをつくりながら言う




18 1 やま(,)くつけるよ Ｉ：新聞紙を輪状にしていないガムテープで，上か
ら見えるようにして貼ろうとしながら言う
19 Y そうじゃないって Ｙ；新聞紙を貼りながらつぶやく
20 I いいの Ｉ：ガムテープﾟをすぐにもつける姿勢のまま言う
21 Y だめだっていわれてるのわかって（ ） Ｙ：横目でちらりと見ながら言う
22 Ｉ Ｉ：ガムテープで貼るのをやめ，身を起こす
23 U じゃ(,)ミ:::もくっつけま:::す Ｕ：新聞紙をすきまに合うようにおきながら言う
24 Y たてがいいんじゃない Ｙ：新聞紙を回転させながら言う
25 U 横でもいいで:::す Ｕ：回転させた新聞紙を見ながら言う
26 I がんばりま:::す（３）ぴったりです Ｉ；新聞紙を隙間に合うようにして置きながら言う
Z7 Y こっちの方がいい Ｙ：Ｕが置いた新聞紙を９０度回転させながら言う
28 U はい(,)ここに貼るね Ｕ：言いながら，ガムテープを切ろうとする
29 1 Ｉ：隅に新聞紙をガムテープではりつける
30 U ぴったりです Ｕ：手に.もっていたガムテープをＹに渡そうとす
るが，受け取らないと判断し．自分で置き，その
上に新聞紙を置きながら言う
31 Ｉ あ(,)ここあいてます Ｉ：隙間を手で示しながら言う
32 Y （ Ｙ：はがし始める
33 U あ(,)一度貼ったら取れない Ｕ：剥がれた新聞紙を見ながら言う
34 U あ(,)がががが:::ん Ｕ：剥ぎ取られた新聞紙を手に取って言う
35 U 早く終わりますね Ｕ：隙問なく置き直しながら言う
36 Ｉ これぼくのじゃありません Ｉ：手にした新聞紙を貝ながら言う
37 Y だから(,)言ったのに＝ Ｙ：はり直しながら言う
38 U やるなよ(,)あ Ｕ：下を翌ながら言う
39 Ｉ あ(,)これぼくので:::す(,)なぜだ(,)なぜなんだ Ｉ：新聞紙を広げながら言う
40 Y 関あけないようにやってね Ｙ：ガムテープを置き，立ち上がりながらＵの肩
に手をかけながら言う





02Ｕ：そこでやってるよ(,)ほら 07 Ｙ：ここってはってもいい 12 Y：つなげて(,)ガムテ:::プではろう
03Ｙ：やろ 08 Ｕ：＝いいですねはっても くっつけてガムテープでやろ
(左手前：U，左奥：Y，右：I) 09 Ｉ：いやいいですね 14 U：はい(,)あげよう(,)あげよう
４ ５ ６
18 Ｉ：いいの 21 Ｕ：紙をくっつけま:::す 24 Ｙ：こっちの方がいい
19 Ｙ：だめだってば 22 Ｙ：たてがいいんじゃない 25 Ｕ：はい(,)ここに貼るね
23 Ｕ：横でもいいで:::す
７ ８ ９
30 Ｕ：ぴったりです 31 Ｉ：あ(,)ここあいてます 34 Ｕ：あ(,)がががが:::ん
31 Ｉ：あ(,)ここあいてます 33 Ｕ：あ(,)一度貼ったら取れない 35 Ｕ：早く終わりますね
１０ １１












































01 Ｉ やま(,)おじさんいっぱい(,)やま(,)おじさんいっぱい Ｉ：新聞紙の写真をさしていう
02 Ｙ これなら壁にはってもいいって Ｙ：壁にはってもよい布ガムテープとマジックを持
ち，布ガムテープを渡しながら言う
03 Ｕ うそ Ｕ：ガムテープをうけとりながら言う
04 Ｙ これで壁にはろ Ｙ：床の上の新聞紙を角に移動した後，マジックを
にしながら言う
05 Ｕ う(,)あ::::(,)手から離れない(,)あ:::: Ｕ：指についたテープをみながら言う
06 Ｙ Ｙ：発砲スチロールのトレーに青色マジックで色を
塗り始める
07 Ｉ はい(,)うち(,)あ(,)ついた(,)あ:::離れない Ｉ：前方の壁にテープをはりながら言う
08 Ｙ ふふふふふ Ｙ：発砲スチロールのトレーに青色マジックで色を
塗りながら，ちらっとみてから笑いながら言う
09 Ｕ ふふふふふふ Ｕ：ガムテープを丸めながら，笑いながら言う
10 Ｕ もう一枚はるです Ｕ：ガムテープを切りながら言う
11 Ｉ いいで−す Ｉ：Ｕがいったことに対して言う
12 Ｕ じゃあこれ(,)壁にはっつけるよ(,)いい(,)ねえ Ｕ：Ｙに向かって言う
13 Ｙ これ Ｙ：マジックで塗りながら言う
14 Ｕ ちょう(,)なん Ｕ：と言ってから，途中でやめ，口を膨らます
15 Ｉ はやく Ｉ：Ｕの指先についているテープをとろうとするが
とれないまま言う
16 Ｕ う:::: Ｕ：Ｉがテープをとろうとして引っ張るので，力が
入り唸り声を出す
17 Ｕ ミ::::がはりま:::す Ｕ：身を乗り出しながら言う
18 Ｉ じゃ(,)あおれにもかしな(,)さ::::い Ｉ：２人に言う
19 Ｕ がががが::::ん(,)また失敗しました(,)ゴミばっかりつい Ｕ：Ｉにテープを見せながら言う
てきた
20 Ｉ ぼくもやります(,)もっと長いのにしま:::すではこ Ｉ：布ガムテープを自分で拾い上げ，テープを引き
れ強力 出しながら言う
21 Ｙ （ ） Ｙ：Ｉの方を見ながら言う
22 Ｕ しかたねえから（ ） Ｕ：テープを丸めながら言う
23 Ｙ Ｙ：Ｉに手を伸ばし，テープをもらおうとする
24 Ｉ Ｉ：Ｙにテープを渡す
25 Ｕ ね(,)見て失敗したガムテープ Ｕ：Ｉに見せながら言う
26 Ｕ これきっと(,)ミ::::もやりま−す(,)ミ::::もやります Ｕ：テープを取りながら言う
27 Ｕ はじをつけま::::す Ｕ：隅のほうに身体を伸ばしながら言う
28 Ｙ なんか色ぬろ Ｙ：テープをはりながら２人につぶやくように言う
29 Ｉ うえなんか(,)トレ::::ちょうだい Ｉ：Ｕに対して手を延ばしながら言う
30 Ｕ え Ｕ：Ｉに言い，聞き返す
31 Ｉ トレ::::ちょうだい Ｉ：繰り返して言う
- 131 -
32 Ｕ Ｕ：後ろのビニール袋から１つを投げ出す
33 Ｉ やった::::(,)みどり Ｉ：投げ出された，トレーを取ろうとしながら言う
34 Ｉ 色ぬろ Ｉ：マジックを手にしながら言う
35 Ｙ どうぞ(,)どうぞ(,)どうぞ(,)どうぞ Ｙ：トレーを袋からいくつも投げだしながら言う
36 Ｕ Ｕ：後ろのビニール袋の中から，トレーを出す
37 Ｕ ね(,)なんかかいてもいい Ｕ：Ｙの方を向きながら確認する
38 Ｙ 塗りつぶせば Ｙ：Ｕに向かって言う
39 Ｉ じゃ(,)うんこかいて(,)いい Ｉ：トレーに描きながら言う
40 Ｙ ははは Ｙ：Ｉの言った言葉に対して笑う
41 Ｙ やめろ Ｙ：Ｉに向かって言う
42 Ｉ いっぱ::::い Ｉ：トレーを手に取りながら言う
43 Ｙ 何かに使うの(,)使うならかいて Ｙ：トレーに色をぬりながら聞く
44 Ｉ 使うの Ｉ：Ｙに対して，描きながら言う
45 Ｙ これ床にしよ Ｙ：トレーに色を塗りながら言う
46 Ｉ うん Ｉ：Ｙに対して，描きながら答える
47 Ｙ 床に貼ったりさ(,)水筒とかさ Ｙ：トレーに色を塗りながらＩに言う
48 Ｉ 使います Ｉ：つぶやくように言う
49 Ｕ ぺたぺたで::::す Ｕ：トレーに赤マジックで塗りながら言う
50 Ｙ 自分たちの（時間だから）どうやったっていいんだよ Ｙ：トレーをマジックで塗りながら言う
51 Ｕ できた Ｕ：赤くぬられたトレーを手にしながら言う
52 Ｉ れれれれれ(,)ぐこんぐこんぐこん(,)れれれれれれ(,)しし Ｉ：緑色に塗りながら言う
ししししぶ
53 Ｕ できた（す） Ｕ：トレーを投げだしながら言う
54 Ｕ ああ(,)おら(,)いいこと考えた Ｕ：しばらく考えた後，トレーの底の部分に赤マジ
ックで，描こうとしながら言う
55 Ｉ できました Ｉ：塗り終わって，前にトレーを出しながら言う
56 Ｕ 緑かして Ｕ：Ｉが持っていたマジックをかしてと言う
57 Ｙ （ ）よ(,)横も（だ）して(,)横もいの(,) Ｙ：Ｉが出したトレーを見てから，トレーの横の部
横もして 分がまだ塗られていなかったので，それを塗るよう
に言う
58 Ｉ う::::(,)これ使ってます Ｉ：Ｕが使っているマジックを指差して言い，受け
とりながら言う
59 Ｙ 赤でも何色でもいいから Ｙ：Ｉに対して言う




63 Ｉ できました Ｉ：横までいろを塗り終えて言う
64 Ｙ 蓋とれないよ(,)ねえ(,)蓋とれないよ Ｙ：マジックの蓋が取れずに言う
65 Ｕ Ｕ：青く塗ったトレーを左上の床上に置く
66 Ｙ 変なところとっちゃったの Ｙ：Ｕからマジックを受け取り，蓋をとろうとしながら言
う
67 Ｕ （ だめ） Ｕ：Ｙが接続部分からとったのを見て言う
68 Ｕ 先生に取ってもらって Ｕ：なかなか取れない様子を見て言う





02 Ｙ：これなら壁にはってもいいっ 05 Ｕ：う(,)あ:::手から離れない(,) 07 Ｉ：はい(,)うち(,)あ(,)ついた(,)
て あ::: あ:::離れない
(左：Y，中央：U，右：I) 06 Ｙ：発砲スチロールのトレーに青 （布ガムテープの粘着力を楽しむ
マジックで色を塗り始める
４ ５ ６
12 Ｕ：じゃあこれ(,)壁にはっつけ 17 Ｕ：ミ:::がはりま:::す 29 Ｉ：うえ:::なんか(,)トレ:::
るよ(,)いい(,)ねえ 18 Ｉ：じゃ(,)あおれにもかしな(,) ちょうだい
（一番左: U） さい 30 Ｕ：え
７ ８ ９
33 Ｉ：やった:::(,)みどり 37Ｕ:ね(,)なんかかいてもいい 43 Ｙ:何かに使うの(,)使うならかい
34 Ｕ：色ぬろ 38 Ｙ:塗りつぶせば て
35 Ｙ：どうぞ(,)どうぞ(,)どうぞ(,) 39 Ｉ:じゃ(,)うんこかいて(,)いい 44 Ｉ：使うの
どうぞ 40 Ｙ：ははは(,)やめろ 45 Ｙ：これ床にしよ
１０ １１ １２
50Y：自分たちの（時間だから） 55 Ｉ：できました 60 Ｉ：長いのぬりにく:::い
どうやったっていいんだよ 56 Ｕ：みどりかして 63 Ｉ：できました
51 U :できた 57 Ｙ：（ ）よ(,)よこも（だ）し











































02 Ｉ よいしょ Ｉ：トレーの裏にガムテープをつけながら言う
03 Ｙ あそこの(,)中集の下に(,)絵の具が Ｙ：Ｙを見つけ，自分たちがしている場所の方を指
差しながら言う





08 Ｕ これ（ ）に巻きつけて Ｕ：Ｙが持ってきた青いビニールの紐をみると，自
分の持っているトレーを差し出しながら言う
09 Ｙ Ｙ：紐を出しながらうなづく
10 Ｕ じゃなくてひもくっつけて Ｕ：トレーを渡しながら言う
11 Ｙ 巻きつける Ｙ：トレーを右手紐を左手にもちながら言う
12 Ｕ 巻きつけんのほんとに(,)はった方がいいんじゃないの Ｕ：Ｙに渡したトレーを見ながら言う
13 Ｙ Ｙ：トレーに紐を３〜４回巻きつけながら言う
14 Ｕ ね:::ね::: Ｕ：Ｙに向かってやめるように言う
15 Ｙ 巻きつけて貼った方が Ｙ：紐を巻きつけながら言う
16 Ｕ だってせっかく（ ）ところ見えないよ Ｕ：渡したトレーに手をかけながら言う
17 Ｙ Ｙ：巻いた紐を取り外し，Ｕに渡す





23 Ｕ やっぱり巻きつけんの Ｕ：Ｙに向かって言う
24 Ｙ （ ） Ｙ：うなづきながら言う
25 Ｕ はるです Ｕ：トレーと紐を貼る位置に合わせながら言う
26 Ｙ どこどこ Ｙ：Ｕの押さえているところをテープで貼りながら
言う
27 Ｙ どこ（ ）くっつける Ｙ：貼り終わると，どこにつけるか壁の方を
ちらっと見ながら言う
28 Ｕ つけら（ ） Ｕ：紐をたぐりながら言う
29 Ｕ はさみ(,)このへんで切ろうかな Ｕ：紐をはさみで切ろうとしながら言う
30 Ｙ Ｙ：紐をたぐり，適当な長さのところで両手で紐を
もち，Ｕに向けながら言う
31 Ｕ どこだどこだどこだ Ｕ：紐を探しながら言う
32 Ｙ こうきて Ｙ：紐をたぐり，適当な長さのところで両手で紐を
もち，Ｕに向けながら言う
33 Ｉ ひもで:::す(,)わ:::い(,)わ:::い(,)わ:::い Ｉ：紐をさわりながら言う
34 Ｕ Ｕ：はさみで紐を切る
35 Ｙ どうすんの？ Ｙ：トレーを見ながら言う
36 Ｕ （ ） Ｕ：紐をのばしながら言う
37 Ｉ ちょっとかしてください Ｉ：はさみを取りながら言う
38 Ｕ これはだなもういっちょう交換(,)つけてくる Ｕ：トレーと紐を合わせながら言い，トレーをもっ
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て立ち上がる
39 Ｉ ぶち Ｉ：紐をはさみで切りながら言う
40 Ｙ Ｙ：新しいトレーを一つ取り，赤マジックで塗り，
横の部分を緑で塗り始める
41 Ｉ あ(,)我が輩くっつけてきますというところ(,)しまった Ｉ：トレーと紐をもったまま，立ち上がろうとする
が，また座って言う
42 Ｉ 無理です無理です，無理でございます Ｉ：紐とトレーを持ちながら，立ち去りながら言う
表4-4-6 事例３ 写真・発話・相互行為
１ ２ ３
01Y:トレーの周りの新聞紙を赤く塗 05Ｙ：道具が置いてある場所から青 08 Ｕ：これ（ ）に巻きつけて




10 Ｕ：じゃなくて ひもくっつけて 14 Ｕ：ね:::ね::: 20Ｕ：Uは，トレーと紐をどうしよ
11 Ｙ：巻きつける 15 Ｙ：巻きつけて貼った方が うかなと考えている
12 Ｕ：巻きつけんのほんとに(,)はった 16Ｕ：だってせっかく（ ）とこ
方がいいんじゃないの ろ見えないよ
７ ８ ９
27 Ｙ：どこ（ ）くっつける 31 Ｕ：どこだどこだどこだ 38 Ｕ：これはだな(,)もういっちょ
29 Ｕ：はさみ(,)このへんで切ろう 32 Ｙ：こうきて う交換(,)つけてくる
































01 Ｙ いのいの(,)下に新聞紙ひきまくろ Ｙ:新聞紙を広げながら，Ｉに向かって言う
02 Ｕ これかけてもいい Ｕ:Ｙに向かって持っているものを差し出しながら
聞く
03 Ｙ いいよ Ｙ:Ｕに向かってい言う
04 Ｕ わ:::い Ｕ:材料を手にしながら言う
05 Ｉ 全部出来たらすわろ(,)みんなで Ｉ:Ｕ・Ｙに向かって言う
06 Ｙ そうだね Ｙ:Ｉに答える
07 Ｉ 大きいの使えばいいんだ(,)これ使って Ｉ:新聞紙を広げながら言う
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08 Ｙ じゃ(,)こうやって Ｙ:Ｉが言うように新聞紙を広げながら言う
09 Ｉ いや(,)それはやめたほうがいいよ Ｉ:Ｙのやり方を見ながら言う
10 Ｙ もってって(,)いいの Ｙ:ガムテープを出しながら言う
11 Ｙ もっともっと(,)ストップ Ｙ:Ｉが持っているガムテープの長さを見ながら言
う
12 Ｙ 切らないで(,)切らないで(,)もっと使って Ｙ:Ｉに向かって新聞紙をもっとつなげるように言
う
























01 Ｙ まくら Ｙ:新聞紙を丸め，Ｉに差し出しながら言う
02 Ｕ それ(,)まくら(,)いいよ(,)まくらで Ｕ:言いながら，まくらを受け取り床に置きながら
言う
03 Ｙ ふふふ Ｙ:笑い声を上げる
04 Ｕ ゴ:::って言ってよ Ｕ:ガムテープを伸ばして準備しながら言う
05 Ｙ ゴ::: Ｙ:大洋紙を両手で広げてから言う
表4-4-10 事例４ 写真・発話・相互行為
１ ２ ３
紙を広げてどんどん広げている Y は不要になった新聞紙を丸めてい 新聞紙を小さく丸めている
(左手前：H，中央：Y，右：U） く
４ ５ ６



































































































































































































































































































































































































































































































































表5-4-1 子ども：a,b,c, t：筆者 の相互行為・発話
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＜表6-8-1＞ 相互行為・相互作用 a:筆者 c,d:生徒 t:先生 2013年4月26日














































＜表6-8-2＞ 相互行為・相互作用 a:筆者 t:先生 c,d:生徒 2013年4月26日







































































＜表6-8-3＞ 相互行為・相互作用 a:筆者 t:A教諭 2013年4月26日









































































＜図版6-8-4＞ 相互行為・相互作用 a:筆者 t:先生 c:生徒 2013年4月26日
相 互 行 為 ・ 発 話 備 考
01:t 「観点がねお話を聞く前と違ってよかったね」と cに言う
02:c うんと頷く
































03:t「いや正直なところ 1 時間 20 分位を予定していたんですけど(,)この人たちもつかなっ





































































































































































































・会場校校長挨拶 → 長岡市三島郡美術教育研究会会長挨拶・講師紹介 → 授業者の反省等 →
質疑 → 講師（青木）挨拶 → グループ毎にビデオを見ながら協議（30 分間）→ グループ毎の発





































この場面は，抽出児 kが同じ Bグループの rの発表を聞いた時にうなづく場面があり，その
場面を y が指摘したものである。B グループの教師が撮影した授業中のその場面をビデオで確
認した。次の場面である。
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＜表6-9-2＞ 相互行為・相互作用 k（抽出児），r：子ども， e:教師(授業者) 2016年10月27日


























同じＢグループの r の作品がスクリーンに映し出されたので r が発表した。r は校長室ではな
く，職員玄関に飾った。その理由を 08r：「（略）あまり色がこくないところの職員玄関にしま
した」と作品よりも色が濃くない場所という理由で場






＜表6-9-3＞ 相互行為・相互作用 f教諭,a教諭,y教頭,c教諭,d教諭,e教諭（授業者） 2016年10月27日


































































































＜表6-9-5＞ 相互行為・相互作用 c教諭,e教諭（授業者）,f教諭, t:司会者（筆者）






































＜表6-9-6＞ 相互行為・相互作用 c教諭,e教諭（授業者）,f教諭, t:司会者（筆者）



























































































































＜表6-9-7＞ 相互行為・相互作用 g教師,h教師, t:司会者（筆者）







































































































































































１４）西阪 仰 『相互行為分析という視点』金子書房 1997 年，p.191「人の相互行為の過程を詳細に記
述することで，心と社会秩序のありようを描き出そうとするのである。」
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＞に関するアンケートの分析をもとに～』大学美術教育学会「美術教育学研究」第 48 号 2016 年，
pp.15-16







































































































































































































































浅田 彰 『歴史の終わりと世紀末の世界』小学館 1994年




アントニオ・タピエス 『実践としての芸術』田沢耕訳 水声社 1996年
イヴァン・イリッチ 『脱学校の社会』東洋・小沢周三訳 東京創元社 1977年
市川 浩 『精神としての身体』 講談社 1992年
市川 浩 『＜身＞の構造』 講談社 1993年
井筒俊彦 『意識の形而上学』 中央公論社 1993年
稲垣忠彦 『授業研究の歩み』 評論社 1995年
今村仁司 『近代の思想構造』 人院書院 1998年
今村仁司 『排除の構造』 筑摩書房 1992年
今村仁司 『作ると考える』 講談社 1990年
今村仁司 『現代思想の系譜学』 筑摩書房 1993年
今村仁司 『近代性の構造』 講談社 1994年
ヴィゴツキー 『子どもの想像力と創造』福井研介訳 新読書社 1979年
上野千鶴子 『マザコン少年の末路 女と男の未来』 河合出版 1986年
上野直樹・宮崎清孝 『視点』 東京大学出版会 1985年
内田隆三 『ミシェル・フーコー』 講談社 1990年
内田伸子 『想像力−創造の泉をさぐる−』 講談社 1994年
ウンベルト・エーコ 『開かれた作品』 篠原資明・和田忠彦訳 青土社 1997年
F・コルトハーヘン『教師教育学 理論と実践をつなぐリアリスティック・アプローチ』武田
信子監訳 学文社 2014年
大越愛子 『近代日本のジェンダー』 三一書房 1997年
大越愛子 『フェミニズム入門』 筑摩書房 1996年
窪島 務 『現代学校と人格発達』 地歴社 1996年
奥地圭子 『学校は必要か』 日本放送出版協会 1992年
奥村隆編 『社会学に何ができるか』 八千代出版 1997年
奥村高明 『子どもの絵の見方 子どもの世界を鑑賞するまなざし』東洋館出版 2010年
海保博之 『プロトコル分析入門』 新曜社 1993年
柏木 博 『デザインの２０世紀』 日本放送出版協会 1992年
門脇厚司 『子どもの社会力』岩波新書1999年
加藤典洋 『戦後を戦後以後，考える』 岩波書店 1997年
柄谷行人 『日本近代文学の起源』 講談社 1988年
柄谷行人 『内省と遡行』 講談社 1988年
河合隼雄 『無意識の世界』 日本評論社 1997年




北沢憲昭 『眼の神殿』 美術出版社 1989年
木下直之 『美術という見世物』 平凡社 1993年
鯨岡俊・鯨岡和子『母と子のあいだ』 ミネルヴァ書房 1989年
K･ライター 『エスノメソドロジーとは何か』高山真知子訳 新曜社 1987年
小阪修平 『はじめて読む現代思想Ⅰ[水源偏]』 芸文社 1995年
小阪修平 『はじめて読む現代思想Ⅱ[展開編]』 芸文社 1995年
小浜逸郎 『学校の現象学のために』 大和書房 1985年
小浜逸郎 『方法としての子ども』 筑摩書房 1996年
小浜逸郎 『１４歳日本の子どもの謎』 イーストプレス社 1997年
小浜逸郎 『大人への条件』 筑摩書房 1997年
小林康夫編 『知の技法』 東京大学出版会 1994年
斎藤喜博 『斎藤喜博 授業入門』 国土社 2009年
佐伯 胖･佐々木正人編『アクティブ・マインド−人間は動きのなかで考える−』東京大学出版
会1990年
佐伯 胖 『学ぶということの意味』 岩波書店 1995年
佐伯 胖 『わかるということの意味』 岩波書店 1995年
佐伯 胖 『「わかり方」の探究 思索と行動の原点』小学館 2004年
佐伯 胖・藤田英典・佐藤学 『学び合う共同体』 東京大学出版会 1996年
佐伯 胖他編集委員『いま教育を問う』岩波書店 1998年
桜井哲夫 『「近代」の意味−制度としての学校･工場−』 ＮＨＫ出版 1984年
佐々木正人 『からだ：認識の原点』 東京大学出版会 1987年
佐々木正人 『アフォーダンス−新しい認知の理論−』 岩波書店 1994年
佐藤綾子 『教師のパフォーマンス入門』 金子書房 1996年
佐藤公治 『対話の中の学びと成長』金子書房 1999年
佐藤 学 『学びその死と再生』 太郎次郎社 1996年
佐藤 学 『カリキュラムの批評』 世織書房 1996年
佐藤 学 『教育方法学』 岩波書店 1996年
佐藤 学 『教師というアポリア 反性的実践』 世織書房 1997年




佐藤道信 『＜日本美術＞誕生 近代日本の「ことば」と戦略』講談社 1996年




ジーン・レイブ 『日常生活の認知行動』無藤隆訳 新曜社 1995年
ジェームズ・Ｖ. ワーチ 『心の声』田島信元訳 福村出版 1995年
司馬遼太郎 『「明治」という国家上・下』 ＮＨＫ出版 1994年
G. B．マシューズ 『子どもは小さな哲学者』 鈴木晶訳 新思索社 1996年
G. B．マシューズ 『哲学と子ども』 倉光修訳 新曜社 1997年
城塚登・星野勉・片山洋之介『現代哲学への招待』有斐閣 1995年
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J. デューイ 『芸術論』 鈴木康司訳 春秋社 1969年
ジル・ドルース 『ニーチェ』 湯浅博雄訳 筑摩書房 1998年
菅原和孝・野村雅一編 『コミュニケーションとしての身体』大修館書店 1996年
スラビイ・ジジェク 『斜めから見る』 鈴木晶訳 青土社 1995年
スラビイ・ジジェク 『快楽の転移』 松浦俊輔・小野木明恵訳 青土社 1996年
田浦武雄 『デューイとその時代』 玉川大学出版部 1984年
高久清吉 『教育実践学 教師の力量形成の道』 教育出版 1990年
竹田青嗣 『現代思想の冒険』 筑摩書房 1992年
竹田青嗣 『「自分」を生きるための思想入門』 芸文社 1992年
竹田青嗣 『意味とエロス』 筑摩書房 1993年
竹田青嗣 『ニーチェ入門』 筑摩書房 1994年
竹田青嗣 『世界という背理−小林秀雄と吉本隆明−』 講談社 1996年
竹田青嗣 『現象学入門』 日本放送出版協会 1989年
ダニエル・ゴールマン『ＥＱ心の知能指数』 土田京子訳 講談社 1996年
谷川渥編 『記号の劇場』 昭和堂 1988年
筒井清忠 『日本型教養の運命−歴史社会学的考察−』 岩波書店 1995年
津守 真 『子どもの世界をどうみるか-行為とその意味-』 ＮＨＫ出版1987年
デヴィッド・ボーム 『断片と全体』 佐野正博訳 工作舎 1985年
寺脇 研 『２１世紀へ教育は変わる』 近代文芸社 1997年





永井 均 『＜私＞のメタフィジックス』 勁草書房 1986年
永井 均 『ウィトゲンシュタイン入門』 筑摩書房 1995年
永井 均 『＜子ども＞のための哲学』 講談社 1996年
永井 均 『子どものための哲学対話』 講談社 1997年
永井 均 『ルサンチマンの哲学』 河出書房新社 1997年
永井 均 『＜私＞の存在の比類なさ』 剄草書房 1998年
永井 均 『これがニーチェだ』 講談社 1998年
中田基昭 『授業の現象学』 東京大学出版会 1993年
中田基昭 『教育の現象学』 川島書店 1996年
中野民夫 『ワークショップ』岩波新書2001年
中野 光 『教育学』 有斐閣 1997年
中村雄二郎 『哲学の現在』 岩波書店 1977年
中山 元 『フーコー入門』 筑摩書房 1996年
ニール・ポストマン 『子どもはもういない』 小柴一訳 新樹社 1995年
西阪 仰 『相互行為分析という視点』 金子書房 1997年
西澤 哲 『子どものトラウマ』 講談社 1997年
西野範夫 『造形的な遊びの意義 』 大学美術学会誌17号 1985年




野原 明 『母親のための教育学』 丸善ライブラリー 1998年
ハーバードリード 『平和のための教育』 周郷博訳 岩波書店 1952年
ハーバードリード 『芸術の草の根』 増野正衛訳 岩波書店 1956年
Ｈ・アンダーソン・Ｈ・グーリシャン『協働するナラティヴ』 野村直樹・野村直樹訳 遠見
書房2013年
波多野誼余夫・稲垣佳世子 『知力と学力−学校で何を学ぶか−』 岩波書店 1984年
波多野誼余夫・稲垣佳世子 『人はいかに学ぶか−日常的認知の世界−』 中公新書 1989年
浜田寿美男 『子どもの生活世界のはじまり』 ミネルヴァ書房 1984年
浜田寿美男 『「私」というもののなりたち』 ミネルヴァ書房 1992年
浜田寿美男 『発達心理学再考のための序説』 ミネルヴァ書房 1993年
浜田寿美男 『ピアジェとワロン 』 ミネルヴァ書房 1994年
浜田寿美男・岡本夏木 『発達心理学入門』 岩波書店 1995年
浜田寿美男編「発達の理論-明日への系譜」『別冊発達（20）』ミネルヴァ書房 1996年
浜田寿美男 『いま子どもたちの生きるかたち』 ミネルヴァ書房 1998年





フィリップアリエス『＜子供＞の誕生』 杉山光信・杉山恵美子訳 みすず書房 1980年
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